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長
崎｢

新
幹
線｣

の
建
設
中
止
を
求
め
る
県
民
の
会
が
結
成

長
崎
「
新
幹
線
」
の
建
設
中
止
を
求
め
る
県
民
の
会(

略
称
・
「
新
幹
線
」

建
設
中
止
の
会)
が
１
月

日
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
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参
加
団
体
は
長
崎
県
労
連
、
長
崎
自
治
労
連
、
年
金
者
組
合
長
崎
県
本

部
、
建
交
労
県
本
部
、
新
日
本
婦
人
の
会
県
本
部
、
長
崎
県
民
医
連
、
民

主
青
年
同
盟
県
委
員
会
、
日
本
共
産
党
県
委
員
会
で
す
。

代
表
委
員
は
川
崎
一
宏
氏(

県
労
連
議
長)

、
大
橋
由
紀
子
氏(

新
婦
人

県
本
部
副
会
長)

、
菅
政
和
氏(

長
崎
民
医
連
医
師)

、
近
藤
直
氏(

佐
世
保

民
商
会
長)

の
４
氏
、
事
務
局
長
は
中
里
研
哉
氏
（
建
交
労
県

本
部
委
員
長
）、
事
務
所
は
建
交
労
県
本
部
で
す
。

２
月
８
日
大
橋
代
表
委
員
、
中
里
事
務
局
長
ら
が
県
庁
で
記

者
会
見
し
て
、
「
新
幹
線
」
建
設
中
止
の
会
の
結
成
と
活
動
方

針
に
つ
い
て
発
表
。

そ
の
後
た
だ
ち
に
長
崎
「
新
幹
線
」
の
建
設
中
止
を
求
め
て

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

「建設中止」署名（第一次分）を４月２５日長崎県に提出
起工式をまえに署名２１５７筆添えて建設中止を申し入れ

「
新
幹
線
」
建

設
中
止
の
会
は
、

新
幹
線
建
設
起
工

式(

日
）
を
前
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に
、
４
月

日
金
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子
知
事
あ
て
の

「
建
設
中
止
を
求

め
る
署
名
」(

第

一
次
分
２
１
５
７

筆
）
を
も
っ
て
、
建
設
の
中
止
を
要
求
し
ま
し
た
。

申
し
入
れ
行
動
に
は
、
中
里
事
務
局
長
、
堀
江
ひ
と
み
県

右側が「会」の代表団

議
、
県
労
連
、
自
治
労
連
、
建
交
労
、
新
婦
人
、
民
医
連
、

自
治
労
連
、
日
本
共
産
党
な
ど
か
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
里
事
務
局
長
は
、
建
設
中
止
の
署
名
に
大
き
な
反
応
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
県
民
の
多
く
は
「
新
幹
線
」
建
設
に

合
意
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
建
設
中
止
を
強
く
申
し
入
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
在
来
線
に
関
わ
る
長
崎
・
佐
賀
両
県
の
財
政

負
担
で
長
崎
県
が
佐
賀
県
の
２
倍
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
厳
し
い
批
判
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

応
対
し
た
新
幹
線
建
設
推
進
課
の
参
事
は
、
「
会
」
の
申
し

入
れ
に
つ
い
て
知
事
に
伝
え
る
と
答
え
る
だ
け
で
し
た
。

長崎｢新幹線｣の建設中止を

求める県民の会は３月 16 日

（日）と４月 13 日(火)に長

崎市・鉄橋で、建設中止を求

める署名をおこないました。

第１回目は、｢会｣代表委員

の川崎一宏さん、大橋由紀子

さん、中里研哉事務局長をは

じめ団体と個人の賛同者など

33 人が参加して、１時間でビラ約２０００枚を配布し、署名は２７５筆が寄

せられました。第２回目は菅政和代表委員をはじめ 30 人が参加して１時間

で１８８筆が集まりました。「会」結成を知って親子でかけつけて一緒に署

名活動に参加した女性もありました。２回ともあまりの反応の大きさに参加

した人がビックリするほどでした。「今のＪＲ線で十分よ」、「金子知事のや

り方はひどすぎる」、「新幹線よりも市民の暮らしにお金を使ってほしい」、「私

はイージス艦と新幹線が嫌いよ」…など、署名しながら自らの思いを語って

いく人が相次ぎました。

署名活動を地域や職場で大いに広げ、長崎「新幹線」建設中止の声を県民

多数派にしていきましょう。

建設反対署名への協力を訴える菅代表委員



長
崎｢

新
幹
線｣

建
設
中
止
の
会
結
成
の
経
過
と
活
動
の
紹
介

結
成
に
至
る
経
過

こ
れ
ま
で
県
知
事
選
挙
を
一
緒
に
た
た
か
っ
た
県
労
連
、
自
治
労
連
、

建
交
労
、
髙
教
組
、
新
婦
人
、
長
商
連
、
民
医
連
な
ど
１
０
団
体
の
よ

び
か
け
で
、

年

月

日
新
幹
線
問
題
学
習
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ

07

11

4

を
契
機
に
、
「
長
崎
新
幹
線
を
考
え
る
会
」(

準
備
会
）
が
発
足
し
た
。

「
考
え
る
会
」
（
準
備
会
）
は
、

月

日
県
議
会
総
務
委
員
会
で
、

12
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「
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
建
設
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」
を
堀
江
ひ
と

み
県
議
を
紹
介
議
員
に
し
て
お
こ
な
っ
た
。

月

日
長
崎
県
、
佐
賀
県
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
３
者
で
、「
三
者
基
本
合

12

17

意
」
が
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
「
考
え
る
会
」(

準
備
会
）
は

月
12

日
、
金
子
知
事
に
対
し
て
、
「
『
三
者
基
本
合
意
』
に
も
と
づ
く
新
幹

21線
西
九
州
ル
ー
ト
建
設
」
の
中
止
を
申
し
入
れ
た
。

建
設
着
工
の
動
き
が
強
ま
る
中
で
、
「
考
え
る
会
」(

準
備
会
）
に
参

加
す
る
労
働
組
合
、
市
民
団
体
、
政
党
の
７
団
体
で
、
建
設
中
止
の
県

民
運
動
を
強
化
す
る
た
め
に
、

年
年
１
月

日
長
崎
「
新
幹
線
」
の
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建
設
中
止
を
求
め
る
県
民
の
会(

略
称
・｢

新
幹
線｣

建
設
中
止
の
会)

を

結
成
し
た
。
そ
の
後
、
県
議
会
、
市
議
会
へ
の
請
願
、
街
頭
宣
伝
、
署

名
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
崎
市
議
会
、
県
議
会
へ
請
願

「
新
幹
線
」
建
設
中
止
の
会
は
、
２
月
定
例
長
崎
市
議
会
に
対
し
て
、

長
崎
「
新
幹
線
」
の
建
設
中
止
を
求
め
る
請
願
を
、
牧
山
隆
（
共
）、
井

原
東
洋
一
（
無
所
属
）
の
両
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
っ
て
提
出
。

中
里
研
哉
事
務
局
長
な
ど
３
人
が
参
考
人
と
し
て
出
席
。

委
員
会
審
議
で
は
参
考
人
へ
の
相
次
ぐ
質
問
や
活
発
な
論
議
が
お
こ

な
わ
れ
た
が
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
っ
た
。
市
会
議
員
の
な
か
で

も
曖
昧
な
「
新
幹
線
」
へ
の
理
解
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

｢

会
」
は
２
月
定
例
長
崎
県
議
会
・
総
務
委
員
会
で
、
県
民
合
意
の
な

い
長
崎
「
新
幹
線
」
の
建
設
中
止
を
求
め
る
請
願
を
お
こ
な
っ
た
。県議会で中里氏(左)

堀江県議(右)

市議会で請願する 3人

堀
江
ひ
と
み
県
議
（
共
産
党
）
が
紹
介
議
員
と
し
て
、
中
里
研
哉
「
会
」

事
務
局
長
が
請
願
趣
旨
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。

中
里
氏
は
、
各
種
の
マ
ス
コ
ミ
調
査
な
ど
を
示
し
て
、｢

新
幹
線

建
設
に
は
県
民
の
合
意
は
な
い
と
指
摘
し
、
「
県
民
主
役
の
県
政
」

を
掲
げ
て
当
選
し
た
知
事
は
建
設
を
中
止
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
新
幹
線
建
設
推
進
室
長
な
ど
が
、
「
県
民
の
大
方
の
了
解

が
得
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
事
実
に
反
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し

く
指
摘
し
た
。

委
員
会
で
は
何
が
何
で
も
建
設
推
進
を
は
か
ろ
う
と
い
う
意
見
が

相
次
ぎ
、
請
願
は
不
採
択
に
な
っ
た
。

佐
世
保
な
ど
で
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン

｢
会｣

は
４
月
８
日
中
里
研

哉
事
務
局
長
、
新
婦
人
県
本

部
大
石
久
仁
子
事
務
局
長
な

ど
６
名
が
参
加
し
て
、｢

新
幹

線｣

建
設
中
止
の
宣
伝
行
動
を

お
こ
な
っ
た
。
東
彼
杵
町
、

川
棚
町
、
佐
世
保
市
な
ど
で

７
カ
所
で
街
頭
宣
伝
、
街
頭

署
名
、
ビ
ラ
配
布
（
１
５
０
０
枚
）
を
お
こ
な
っ
た
。

ど
こ
で
も
長
崎
「
新
幹
線
」
へ
の
関
心
は
大
き
い
。
批
判
と
疑
問

の
声
が
次
々
と
出
さ
れ
る
。「
今
頃
な
ん
で
つ
く
る
と
か
」「
そ
ん
な

お
金
は
暮
ら
し
の
た
め
に
つ
か
え
べ
き
で
は
」
「
金
子
知
事
は
お
か

し
か
」
、
「
近
所
に
配
る
か
ら
と
ビ
ラ
が
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。田

上
市
長
発
言
へ
抗
議

田
上
長
崎
市
長
が

日
、
議
員
連
盟
設
立
総
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

14

新
幹
線
建
設
に
反
対
す
る
市
民
を
、
百
年
前
に
水
道
建
設
に
反
対
し

た
人
た
ち
の
話
に
な
ぞ
ら
え
て
、
「
新
幹
線
」
建
設
反
対
者
は
時
代

遅
れ
の
集
団
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
発
言
を
行
っ
た
。

「
会
」
は
４
月

日
、
こ
の
発
言
は｢

新
幹
線｣

建
設
に
批
判
的
な

25

多
数
の
市
民
を
侮
辱
す
る
も
の
と
し
て
、
抗
議
と
撤
回
を
申
し
入
れ

た
。市

長
は
、
今
後
発
言
に
注
意
す
る
と
い
う
だ
け
で
撤
回
を
拒
否
し

た
。

佐世保市役所前で宣伝


